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1. 序論 
博多湾では、毎年のように湾奥部で夏期に貧酸素

水塊が発生し底生生物（ホトトギスガイ）に大きな

影響を与えていることが知られており、ホトトギス

ガイと貧酸素水塊に関する研究 1)2)や生物モデルを

組み込んだ解析による水質変動予測 3)が為されて

いる。しかしながら、ホトトギスガイの加入

(recruitment)についてはほとんど明らかになって

いない。 
そこで、本研究では、6 年間に渡り観測したホト

トギスガイのコホート解析および底質データから、

ホトトギスガイの加入に影響を与える因子を探り

出すことを目的とした。 
2. 調査手法 

調査地点は 10 ヶ所、調査期間は 2001 年 5 月か

ら 2006 年 10 月までであり、ほぼ月に 1 度の頻度

で行っている。水質調査には、HYDROLAB 社製

の水質チェッカーDS5 を用い、地点ごとにほぼ海

水表面下から 1ｍ間隔（ただし、水面 0.5ｍ、底面

より 0.１m 上の地点で測定）で水温、塩分濃度、

溶存酸素濃度などを測定した。底泥試料はスミスマ

ッキンタイヤ型採泥器(0.05㎡)を用いて各地点で 5
回採取した直後、泥温測定及びカラムを用いて底泥

を採取した。なお測定方法等の詳細に関しては山崎

ら 1) および大原 4) の論文に詳しく記述されている。

図 1 T-3 におけるホトトギスガイの 1.0 ㎡ 

当りの総個体数に対する殻長ごとの比率 

 
び解析手法3. 調査結果およ  

トトギスガイの殻長

と総個体数に対する殻長ごとの比率を表している。

件としてコホー

ト

図 1 は、T-3 地点におけるホ

図 1 のような総個体数に対する殻長ごとの比率を

用いて全 10地点でホトトギスガイのコホートを追

った。なおコホート解析の詳細に関しては 国崎 5)

の論文に詳しく記述されている。 
また、ホトトギスガイの加入の条

が消失する月(以下、コホートの最終月)のホトト

ギスガイの生息総個体数を 1000(個/㎡)以上と推定

し、各種データ(DO、AVS、、泥温、ORP 等)と比

較した。 
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図 2 T-3 における各種データの経月変化 

4.解析結果および考察 
けるホトトギスガイの総個体数、成

長

表層の AVS の関係を示し、○はホトトギスガイの生息

総

泥表

層

図 2 は、T-3 地点にお

速度と DO、泥温、AVS、ORP、強熱減量の関係を表して

いる。この図から、ホトトギスガイの加入には親の産卵だけ

でなく、生育環境条件(DO、AVS、泥温、ORP 等)も関係して

いることが推測される。そして、コホートを追えない期間は

コホートの追える期間に比べて貧酸素(DOが 3(mg/L)以下)の
状態が長期間であること、AVS が高い値であることがわかる。 
図 3は、すべてのコホートの最終月における底面付近のDO

と底泥

個体数が 1000(個/㎡)以上の月、×はホトトギスガイの生息

総個体数が 1000(個/㎡)以下の月、△は判断がつき難いものを

表している。この図から、ホトトギスガイは酸素濃度が低く

ても AVS が低ければ加入し、DO が 3(mg/L)以上では、AVS
が 1.5(mg/1g 乾泥)付近でも加入する可能性を分かる。 

図 5は、すべてのコホートの最終月における底面付近のDO
と底泥表層の ORP の関係を示している。この図から底

の ORP の値とホトトギスガイの加入には明確な関係は見

られないことがわかる。 
5.結論および今後の課題 
 ホトトギスガイの加入には DO と

下のゾーンであれば加入の可能性

)の関数として明確にする必要

AVS が影響を及ぼし、図

3 に示すように境界線より

が高い。しかし、ORP はホトトギスガイの加入への影響が明

確ではないことがわかった。 
 さらに、生物モデルを組み込んだ解析のためには、加入数

を生育環境条件(DO と AVS 等

がある。この研究の一部は、科学研究費補助金(基盤研究 C：

課題番号 16560487)の助成を受けて行われたものである。こ

こに記して謝意を表する。 
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図 3 ホトトギスガイの加入の 
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